
【秋季実施】
７月30日(木)

～
８月６日(木)

【秋期実施】
10月１日（木）

【秋季実施】
９月26日（土）

【春期実施】
2027 年

2月16日（火）

書類選考
【春季実施】
12月14日(月)

～
12月18日(金)

【春期実施】
2027 年

2月18日（木）

【秋期実施】
10月３日（土）

【春期実施】
2027 年

2月20日（土）

【秋期実施】
10月14日（水）

【春期実施】
2027 年

３月１日（月）

第１次選考

※

筆記試験

（アカデミック）

（プロフェッショナル）

https://www.rikkyo.ac.jp/admissions/graduate/guidelines.html

hou-admission@rikkyo.ac.jp

（アカデミック）

（プロフェッショナル）

募集人数
試験科目

（筆記試験・書類審査・口頭試問）

*3 憲法・民法・刑法・商法・行政法・民事訴訟法・
刑事訴訟法・倒産法・租税法・経済法・労働法・　
知的財産法・国際法・国際私法・国際経済法・英米法・
ド ｲ ﾂ法・ﾌ ﾗ ﾝ ｽ法・法哲学・現代政治理論・ｱ ﾒ ﾘ ｶ政治論・
ｱ ジ ｱ政治論・日本政治史・日本政治思想史・欧州政治
思想史・国際政治・ﾖ ｰ ﾛ ｯ パ政治論・行政学・政治過程論。

*1　本学法学部を2023年9月から2027年3月までに卒
　　業または卒業見込みの者には、外国語および専門科
　　目の免除制度がある。ただし、専攻予定科目が国際
　　法・英米法・ド ｲ ﾂ法・ﾌ ﾗ ﾝ ｽ法の場合は、外国語につい
　　ては免除制度は適用されない。

*5

*4　事前の筆記試験により、対象者を限定する。

【2026年秋季・2027年春季実施分 (2027年度入試)】

・ 2027 年度入試要項（2026 年秋季実施分／2027 年春季実施分）は、下記のURL からアクセスできます。

2026

2027



（1）・（2） 1各

（1）・（2） 1各

に関する

Y . H
（博士課程前期課程 1 年、アカデミックコース）

※学年は取材当時

　私は欧州政治思想史の分野に関心があ
り、とくに興味を惹かれた思想家について
専門的に研究するために、大学院に進学
しました。
　大学院においては、自らの研究分野の
第一人者である正・副指導教授よりきめ細
かい御指導をいただくことができます。ま
た、自らの専門を含むさまざまな分野につ
いて、卓越した先生方の下、少人数で専門
的に探究してゆく大学院の諸科目は、学問
的好奇心を大いに刺激するものです。講
義や総合演習を通じた、他分野の先生方
や院生との議論は、時として研究に思いが
けない示唆を与えてくれます。
　自らの問題意識を徹底的に追求できる
大学院は、学問への意欲と研究したい
テーマがある者には理想的な場です。

M . M
（博士課程前期課程 2年、プロフェッショナル・コース）

　私は本学の建学の精神に基づき、ジェ
ンダー平等の実現に向けて憲法学の立場
から社会へ貢献できる研究者を志し、本
研究科への進学を決意しました。
　本研究科の最大の魅力は、正・副指導
教授だけでなく、他分野の先生方からも
親身にご指導いただける環境にあります。
とくに、「総合演習」では、多くの先生方や
院生との活発な議論を通じ、多角的・多面
的な視点から研究内容を深めることがで
きます。また、「研究」や「特論」を履修する
ことで、学問分野の垣根を超え、幅広い知
見を得ることができます。
　本研究科には、真理を探求し、社会へ貢
献したいと考える人にとって充実した環境
が整っています。皆様とともに学べること
を、心より楽しみにしています。

同性カップルの家族形成、特に生殖補助
医療と親子関係に焦点を当て、アジアで初
めて準同性婚法が施行された台湾との比
較研究を行うために入学しました。
　修士１年次には基礎科目を履修し、文献
講読や判例研究を通じて研究の基礎を習
得します。また、少人数の講義や学部生と
の合同ゼミ等での活発な議論を通じ、専門
外の知見も含めた多角的な視点を養うこ
とができます。更に正・副教員による論文
指導では、大枠の構成から細部に至るまで
きめ細やかな助言を頂くことができます。
　多様な分野の教授陣が揃う本学は、自
身の問題意識を徹底的に探究したい人に
最適であり、熱意ある院生と切磋琢磨で
きる環境です。

S . U
（博士課程後期課程 2年）



（1）・（2） 1各

（1）・（2） 1各

に関する

Y . H
（博士課程前期課程 1 年、アカデミックコース）

※学年は取材当時

　私は欧州政治思想史の分野に関心があ
り、とくに興味を惹かれた思想家について
専門的に研究するために、大学院に進学
しました。
　大学院においては、自らの研究分野の
第一人者である正・副指導教授よりきめ細
かい御指導をいただくことができます。ま
た、自らの専門を含むさまざまな分野につ
いて、卓越した先生方の下、少人数で専門
的に探究してゆく大学院の諸科目は、学問
的好奇心を大いに刺激するものです。講
義や総合演習を通じた、他分野の先生方
や院生との議論は、時として研究に思いが
けない示唆を与えてくれます。
　自らの問題意識を徹底的に追求できる
大学院は、学問への意欲と研究したい
テーマがある者には理想的な場です。

M . M
（博士課程前期課程 2年、プロフェッショナル・コース）

　私は本学の建学の精神に基づき、ジェ
ンダー平等の実現に向けて憲法学の立場
から社会へ貢献できる研究者を志し、本
研究科への進学を決意しました。
　本研究科の最大の魅力は、正・副指導
教授だけでなく、他分野の先生方からも
親身にご指導いただける環境にあります。
とくに、「総合演習」では、多くの先生方や
院生との活発な議論を通じ、多角的・多面
的な視点から研究内容を深めることがで
きます。また、「研究」や「特論」を履修する
ことで、学問分野の垣根を超え、幅広い知
見を得ることができます。
　本研究科には、真理を探求し、社会へ貢
献したいと考える人にとって充実した環境
が整っています。皆様とともに学べること
を、心より楽しみにしています。

同性カップルの家族形成、特に生殖補助
医療と親子関係に焦点を当て、アジアで初
めて準同性婚法が施行された台湾との比
較研究を行うために入学しました。
　修士１年次には基礎科目を履修し、文献
講読や判例研究を通じて研究の基礎を習
得します。また、少人数の講義や学部生と
の合同ゼミ等での活発な議論を通じ、専門
外の知見も含めた多角的な視点を養うこ
とができます。更に正・副教員による論文
指導では、大枠の構成から細部に至るまで
きめ細やかな助言を頂くことができます。
　多様な分野の教授陣が揃う本学は、自
身の問題意識を徹底的に探究したい人に
最適であり、熱意ある院生と切磋琢磨で
きる環境です。

S . U
（博士課程後期課程 2年）



【秋季実施】
７月30日(木)

～
８月６日(木)

【秋期実施】
10月１日（木）

【秋季実施】
９月26日（土）

【春期実施】
2027 年

2月16日（火）

書類選考
【春季実施】
12月14日(月)

～
12月18日(金)

【春期実施】
2027 年

2月18日（木）

【秋期実施】
10月３日（土）

【春期実施】
2027 年

2月20日（土）

【秋期実施】
10月14日（水）

【春期実施】
2027 年

３月１日（月）

第１次選考

※

筆記試験

（アカデミック）

（プロフェッショナル）

https://www.rikkyo.ac.jp/admissions/graduate/guidelines.html

hou-admission@rikkyo.ac.jp

（アカデミック）

（プロフェッショナル）

募集人数
試験科目

（筆記試験・書類審査・口頭試問）

*3 憲法・民法・刑法・商法・行政法・民事訴訟法・
刑事訴訟法・倒産法・租税法・経済法・労働法・　
知的財産法・国際法・国際私法・国際経済法・英米法・
ド ｲ ﾂ法・ﾌ ﾗ ﾝ ｽ法・法哲学・現代政治理論・ｱ ﾒ ﾘ ｶ政治論・
ｱ ジ ｱ政治論・日本政治史・日本政治思想史・欧州政治
思想史・国際政治・ﾖ ｰ ﾛ ｯ パ政治論・行政学・政治過程論。

*1　本学法学部を2023年9月から2027年3月までに卒
　　業または卒業見込みの者には、外国語および専門科
　　目の免除制度がある。ただし、専攻予定科目が国際
　　法・英米法・ド ｲ ﾂ法・ﾌ ﾗ ﾝ ｽ法の場合は、外国語につい
　　ては免除制度は適用されない。

*5

*4　事前の筆記試験により、対象者を限定する。

【2026年秋季・2027年春季実施分 (2027年度入試)】

・ 2027 年度入試要項（2026 年秋季実施分／2027 年春季実施分）は、下記のURL からアクセスできます。

2026

2027


